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　新年明けましておめでとうございます。今回の年末年始は、皆さん例年と異なる過ごし方をされたのではない
でしょうか。
　昨年は延期となった東京オリンピック・パラリンピック競技大会について、今年 4 月には聖火リレーが県内を巡
ります。これに先立って、町役場・町民体育館で聖火リレートーチを展示しますので、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を行った上で、ぜひお越しください。　　　　　　（詳細は、8 ページ掲載の記事をご覧ください。）
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35,485人（+41）
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8,795人（+33）

本年も
　よろしく
　　お願いします
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。令
和
3
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
、健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
、
町
民
の
皆
様
か
ら
賜
り

ま
し
た
町
政
へ
の
ご
協
力
の
数
々
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
辛
丑
（
か
の
と
・
う

し
）
で
あ
り
、「
辛
」
は
痛
み
を
伴
う
幕
引

き
や
衰
退
を
表
し
、「
丑
」
は
殻
を
破
ろ
う

と
す
る
生
命
の
息
吹
と
希
望
を
意
味
す
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
何
と
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
し
、
社
会
・
経
済
の
回
復
と
次
の

年
頭
に
あ
た
り

年
頭
に
あ
た
り藍

住
町
長  

髙
　
橋
　
英
　
夫

時
代
に
向
け
た
新
た
な
発
展
が
実
現
で
き

ま
す
よ
う
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
現
在
実
施
し

て
お
り
ま
す
主
な
事
業
及
び
今
年
の
取
組

の
状
況
と
、
私
の
町
政
に
臨
む
姿
勢
を
申

し
上
げ
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
昨
年
5
月
以
降
、
4
度
に
わ
た
る
補

正
予
算
を
編
成
し
、感
染
予
防
と
併
せ
、住

民
の
皆
様
の
生
活
と
地
域
経
済
の
両
面
か

ら
支
援
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
取
組
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
早
い
段
階
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
開
始
さ
れ
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
実
施
主
体
と
な
る
本
町
に
お

い
て
も
、国
や
県
と
の
連
携
を
密
に
し
、円

滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
、
体
制
整
備

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
世
代
の
保
育
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
本
町
で
は
民
間

の
保
育
所
整
備
を
積
極
的
に
促
進
し
て
お

り
、
今
年
4
月
に
は
、
5
歳
児
ま
で
の
受

入
れ
が
可
能
な
新
た
な
保
育
所
3
園
が
開

園
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
全
国
的
に
児
童
虐
待
が

後
を
絶
た
ず
、
警
察
や
児
童
相
談
所
へ
の

相
談
が
年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、

本
町
と
し
ま
し
て
も
児
童
虐
待
の
抑
止
や

早
期
対
応
、
さ
ら
に
は
育
児
・
し
つ
け
・

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
支
援

を
専
門
的
に
行
う
た
め
、「
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
」
を
、
県
内
他
町
村
に
先
が

け
、
今
年
4
月
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
こ
と
が
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
」と
の
思
い
の
も
と
、こ

れ
ま
で
も
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
画
に
つ

な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、
新
年
度
に
は
更
に
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
運
転
免
許
返
納
者
数
が
年
々
増

加
す
る
中
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

は
、
本
町
で
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
新
年
度
に
は
、
免
許
返
納

者
等
へ
の
「
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
」
の
配

布
を
試
験
的
に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
喜
寿
、

米
寿
、
白
寿
等
の
節
目
の
年
に
敬
老
祝
い

金
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
年

度
か
ら
は
、
全
て
の
75
歳
以
上
の
方
に
町

内
で
利
用
で
き
る
商
品
券
を
毎
年
お
配
り

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
4
月
に

防
災
行
政
無
線
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ

ル
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
、
音
声
が
ク
リ
ア
に
な
り
聞
き
取
り

や
す
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
藍
メ
ー
ル
へ

の
同
時
配
信
や
放
送
内
容
を
電
話
で
聞
き

直
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
情
報
発
信
の

多
重
化
及
び
伝
達
の
確
実
性
が
飛
躍
的
に

高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
文
化
面
で
は
、
昨
年
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
東
中
富
の
「
犬
伏
家
住

宅
」
が
、文
化
審
議
会
の
答
申
を
経
て
、12

月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。「
犬
伏
家
住
宅
」
は
、地
域
の
伝
統
的

な
屋
敷
構
え
を
踏
襲
し
つ
つ
、
近
代
和
風

建
築
と
し
て
高
く
評
価
を
受
け
た
も
の
で

あ
り
、
本
町
の
宝
と
し
て
、
積
極
的
に
整

備
・
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
町
民
の
皆
様
に
藍
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
拠
点
と
し
て
、「
勝
瑞
藍
工

房
」
が
今
年
3
月
に
完
成
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
で
の
ひ
と
り
1
台
端

末
の
配
備
や
電
子
黒
板
導
入
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
、
若
者
の
ふ
る
さ
と
回
帰

を
応
援
す
る
た
め
の
新
た
な
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
も
創
設
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
以
上
、一
例
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、私

は
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
の
喫
緊
の
課
題
に
対

し
つ
つ
も
、10
年
、20
年
先
を
見
据
え
、町

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
未
来
の
町
づ
く
り

の
花
を
咲
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ど
う
か
新
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

夢
や
希
望
に
あ
ふ
れ
た
良
き
年
に
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
2
月
の
改
選
に
よ
り
定
数
の
半
数

を
占
め
る
新
人
議
員
が
誕
生
し
、
新
た
な

構
成
で
皆
様
の
負
託
に
応
え
う
る
議
会
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
20
年
間
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
最
も

所
得
が
増
え
な
い
国
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
ど

お
り
の
我
が
国
で
す
が
、お
隣
、韓
国
の
成

長
率
は
2・4
倍
、
個
人
所
得
も
既
に
追
い

抜
か
れ
て
お
り
、
元
内
閣
官
房
参
与
藤
井

聡
氏
は
「
こ
の
数
字
を
見
て
な
ん
と
も
思

わ
な
い
政
治
家
は
即
刻
辞
め
て
も
ら
い
た

い
。
他
国
と
同
じ
よ
う
に
普
通
に
成
長
し

て
い
れ
ば
所
得
も
2
倍
以
上
に
な
っ
て
い

る
は
ず
。
よ
ほ
ど
間
違
っ
た
こ
と
を
や
ら

な
い
か
ぎ
り
20
年
も
デ
フ
レ
が
続
く
は
ず

が
な
い
。」
と
激
怒
さ
れ
た
の
も
当
然
で
す
。

　
根
拠
な
き
財
政
危
機
論
に
よ
っ
て
緊
縮

と
増
税
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
非
正
規
労

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

藍
住
町
議
会
議
長  

西
　
川
　
良
　
夫

働
者
は
4
割
に
達
し
、
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス

（
年
間
所
得
1
8
6
万
円
以
下
）
の
人
た

ち
、
1
0
0
0
万
人
の
格
差
社
会
が
出
現
。

そ
の
上
、
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
6
、
7
月

頃
に
な
る
と
企
業
収
益
は
3
分
の
2
減
少

し
、
戦
後
最
悪
の
経
済
状
況
下
で
真
っ
先

に
彼
ら
は
失
業
に
追
い
込
ま
れ
、
ど
ん
な

に
努
力
を
し
て
も
生
き
て
い
け
な
い
人
た

ち
が
急
増
し
ま
し
た
。

　
若
手
与
党
議
員
ら
か
ら
も
消
費
税
凍
結

や
財
政
拡
大
等
の
提
言
が
再
三
政
府
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
者
な
ど
す

べ
て
の
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

政
府
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
、
窮
状

を
訴
え
る
国
民
の
大
き
な
声
に
、
第
二
次

補
正
時
点
で
前
代
未
聞
の
70
兆
円
の
予
算

が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
な

財
政
政
策
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
方
に
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
10
年
先
も
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
子
育
て
世
代

か
ら
の
声
を
、
町
民
の
皆
様
の
声
と
し
て

議
会
で
も
真
摯
に
議
論
を
重
ね
、「
憧
れ
の

藍
住
町
」
と
言
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
の
、
益
々
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

7
日
　
上
程
議
案
等

◆
令
和
2
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

◆
令
和
2
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

◆
令
和
2
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
保

険
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

◆
令
和
2
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

◆
令
和
2
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

◆
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◆
藍
住
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
藍
住
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◆
藍
住
町
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合

の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て（

以
上
町
長
提
案
）

15
日
　
一
般
質
問

　
平
石
賢
治
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
米
本

義
博
議
員
、近
藤
祐
司
議
員
、林
茂
議
員
、紙

永
芳
夫
議
員
の
6
氏
が
、
行
政
全
般
に
関
す

る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

18
日
　
上
程
議
案
等

◆
監
査
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

◆
藍
住
町
小
中
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業
の

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
以
上
町
長
提
案
）

※
一
般
質
問
の
内
容
等
は
、
2
月
発
行
予
定

の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12月議会

　
令
和
2
年
第
4
回
議
会
定
例
会

は
12
月
7
日
に
開
会
し
、
町
長
提

案
12
議
案
を
可
決
し
、
18
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

選
任
さ
れ
た
監
査
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

任
　
期　
令
和
2
年
12
月
25
日
～

　
　
　
令
和
6
年
12
月
24
日

再任
林　健太郎 氏
（徳島市）
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町税・保険料 納期限

①
町県民税 4期

2月1日（月）国民健康保険税 7期

②
介護保険料（普通徴収） 7期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 6期

※�口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。
※�口座振替契約を解除するには、解約手続が必要です。転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、自
動的に解約となりませんのでご注意ください。
※�納期限を経過しておらず納付額が1件当たり30万円以下の納付書については、コンビニエンスストアでも納
付が可能です。
※�①については、スマートフォン等を用いたクレジットカード納付が可能です。ご利用される
場合は、右のQRコード又はURLから「藍住町税納付サイト」にアクセスしてください。

ＵＲＬ�：�https://koukin.f-regi.com/fc/aizumi_town
問  ①に関すること　税務課（☎637・3117）

　　②に関すること　健康推進課（☎637・3115）

❶　テーマ
　　自分が思い描く「20年後の藍住」
　　（タイトルは自由）

❷　応募資格　町内在住の方

❸　応募規定
　　・2,000字以上4,000字以内
　　　（400字詰め原稿用紙5枚以上10枚以内）
　　・�政策推進室に郵送、持参又は電子メールにより

ご提出ください。

（郵送又は持参の場合）
原稿用紙の1枚目の1行目にタイトル、2行目に氏
名（ふりがな）、年齢、3行目から本文を記入して
ください。また、原稿用紙枠外に住所、電話番号
も記入してください。

（電子メールの場合）
件名は「藍住町小論文募集」とし、本文に氏名
（ふりがな）、年齢、住所、電話番号を記入の上、

作品を添付して送信してください。
※�応募は1人1点とし、日本語により表記された自作の未発表
作品に限ります。
※�応募作品の著作権、使用権その他一切の権利は、藍住町に帰
属します。

❹　応募期間
　　2月22日（月）まで　※当日消印有効

❺　表彰
　　最優秀賞　プレミアム商品券5万円分
　　優 秀 賞　プレミアム商品券3万円分
　　入　　賞　プレミアム商品券1万円分
　　※商品券は町内の取扱店舗で使用可能です。

❻　発表
　　3月中旬頃（受賞者には事前に通知します。）
　　※�受賞者の氏名等は、広報あいずみ等への掲載を予定しています。

　必ず募集要項で詳細を確認の上、ご応募ください。
要項は政策推進室窓口又は町ホームページで取得で
きます。

問  政策推進室（☎637・3124）　〒771-1292　奥野字矢上前52番地1　電子メール　kikaku@aizumi.i-tokushima.jp

町制施行65周年記念町制施行65周年記念
「20年後の藍住」小論文募集!「20年後の藍住」小論文募集!

　町制施行65周年を迎えたことを記念して、皆さんからのご意見・ご提言を次の内容で募集します。
　藍住の未来について考えてみませんか？ 

今月の町税・保険料の納付今月の町税・保険料の納付

zumiaa 4№924広報あいずみ　■



後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
保険料の納付方法が変更できます保険料の納付方法が変更できます

「藍住町第 8期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画（案）」への「藍住町第 8期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画（案）」への
ご意見を募集していますご意見を募集しています

　後期高齢者医療保険料は、原則として特別徴収（年金から天引き）による納付となりますが、特別徴収の対象
者であっても普通徴収（口座振替）による納付を選択することができます。
　口座振替を希望される方は1月22日（金）までに健康推進課で申請手続をお願いします。
※�提出期限を過ぎても申出により口座振替に変更できますが、提出時期によって特別徴収
の停止時期が異なりますので、ご注意ください。

〈申請に必要なもの〉
①後期高齢者医療被保険者証　　②預金通帳　　③通帳の届出印
　※口座契約だけでは特別徴収を停止することができません。
　※特別徴収を希望される方は、届出の必要はありません。
　※�後期高齢者医療保険料の納付状況によっては、特別徴収になる場合があります。

問  健康推進課（☎637・3115）

　令和2年度のあいずみスポーツクラブの教室等を受講した65歳から74歳までの個人会員の方で、令和3年度も
引き続き個人会員を継続される方に対してあいずみスポーツクラブの年会費の一部を申請により助成します。
【対象となる方】　次の①から④全ての要件に該当する方
①�本町に住民票があり、65歳から74歳までの町介護保険被保険者の方
　�（ただし、後期高齢者医療保険に加入している方を除く。）
②要介護（要支援）の認定を受けていない方
③介護保険料に未納がない方
④�令和2年度のあいずみスポーツクラブの教室・活動等を受講し、かつ令和3年度も引き続き個人会員を継続さ
れる方
　※�一度も教室や活動に参加していない方は助成の対象となりません。
【助成金額】　3,000円（上限）
　※�令和2年度のあいずみスポーツクラブ年会費（個人会員会費及び保険料）として支払った金額に応じて助成
金額を決定します。

申請期限　2月19日（金）※必ず申請期限までに手続をお願いします。
申請場所　あいずみスポーツクラブ（体育センター内）� 問  健康推進課（☎637・3115）

65歳から74歳までの方の65歳から74歳までの方の
あいずみスポーツクラブの年会費を一部助成しますあいずみスポーツクラブの年会費を一部助成します

　町では、高齢者が住み慣れた地域や家庭で健康に暮らし続けられる体制づくりに向けた取組のため、「介護保
険事業計画及び高齢者福祉計画」を策定しています。この度、第7期計画の期間終了に伴い第8期計画（案）を
作成しましたので、町民の皆さんからご意見を募集しています。
　第8期計画（案）は、町ホームページ又は健康推進課で閲覧することができます。皆さんの幅広いご意見をお
寄せください。
■意見募集期限　1月25日（月）必着　　　　　　　　� 問  健康推進課（☎637・3115）
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税　務　課　か　ら　の　お　知　ら　せ

ハ～イこくねんです！

【国民年金の加入について】
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やけがで障がい
が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに年金を受け取ることがで
きる制度です。
　日本に住む20歳以上60歳未満の全ての方は国民年金に加入し、保険料
を納めることになっています。20歳になった方には、日本年金機構から
国民年金に加入したことをお知らせする書類及び年金手帳が送付されます
（厚生年金又は共済年金に加入している方を除きます。）。
　また、保険料の納め忘れがあると年金を受けられないことがありますの
で、学生の方や収入が少なく保険料の支払が困難な方は「学生納付特例制
度」や「保険料免除・納付猶予」など、保険料の支払を免除や猶予する制
度がありますので、保険料を未納のまま放置せず申請してください。

🌸新成人の皆さん　おめでとうございます🌸

　償却資産とは、個人（法人）で工場や商店などを経営し
ている方及び農業や不動産業など事業を営んでいる方が、
その事業のために用いる構築物、機械、設備、器具及び
備品などの有形固定資産です。
　町内に償却資産を所有されている方は、1月 1日現在
の資産所有状況を 2月 1日（月）までに税務課に申告して
ください。
　なお、償却資産を所有されている方で令和 3年度償却
資産申告書が届いていない場合は、必要書類を送付しま
すので、税務課までご連絡ください。

問  税務課（☎637・3117）

償却資産（固定資産税）の償却資産（固定資産税）の
申告はお済みですか？申告はお済みですか？

申告は 2月 1日（月）までに申告は 2月 1日（月）までに

給与支払報告書の提出はお早めに給与支払報告書の提出はお早めに
　会社や個人事業主が人を雇って給与を支払った場合、翌年の法定期限（令和 3年は 2月 1日）までに市町村へ「給与支払
報告書」を提出することが法律により義務付けられています。
　また、給与を受け取った方がすでに退職している場合でも、原則として市町村への「給与支払報告書」の提出が必要となります。

なお、原則全ての事業者が、個人住民税の特別徴収義務者となります。特例として、「徳島県統一基準」に該当すれば
普通徴収とすることができますので、普通徴収とする給与支払報告書がある場合は「個人住民税普通徴収該当理由書※」
を必ず一緒にご提出ください。※町ホームページからダウンロードできます。

源泉徴収票は大切に保管してください源泉徴収票は大切に保管してください
　会社や個人事業主から給与の支払を受けた場合は、給与の支払者から源泉徴収票を必ず交付してもらってください。
　また、給与の支払者は、請求の有無を問わず、法の規定により源泉徴収票を必ず交付しなければなりません。
　なお、確定申告など税に関する手続をする際に、源泉徴収票が原則必要となりますので、交付された源泉徴収票は大切に保
管すると同時に、記載内容に誤りがないか確認してください。

消費税確定申告書の自主作成に消費税確定申告書の自主作成に
ご協力をお願いしますご協力をお願いします

　役場申告会場では、所得税及び個人住民税の確定申告受付を優先しますので、個人事業者に係る
消費税確定申告書は、備付けのパソコンでの自主作成にご協力をお願いします。
　また、鳴門税務署に郵送することもできます。
　鳴門税務署では、2月 16日から確定申告会場を開設しています。

問  徳島北年金事務所（☎655・0200）、町住民課（☎637・3113）

問  税務課（☎637・3117）
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確定申告 申告書の作成・送信は、 
www.nta.go.jp 

スマートフォンはこちらから︕
www.keisan.nta.go.jp 

又は 

  

税務署

税　　目

所得税及び復興特別所得税

消費税及び地方消費税

贈　与　税

申告・納付期限

3 月15日（月）

3 月31日（水）

3 月15日（月）

振替納税口座引落日

4 月19日（月）

4 月23日（金）

 

ご自宅で申告書が作成できる国税庁ホームペー
ジ「確定申告書等作成コーナー」をぜひご利用く
ださい。なお、スマートフォンでも所得税の確定
申告書が作成できます。 

《所得税等の確定申告会場について》 

 《「入場整理券」の入手方法は…》 

確定申告会場で

当日配付 

ＬＩＮＥアプリで 

※ 年末調整済の給与所得と医療費控除の申告のように、税金が還付される申告は３月15日（月）
を過ぎてからも申告できます。詳細は鳴門税務署（☎685・4101）にお問い合せください。 

 
国税庁公式アカウントを友だち

追加する必要があります。 

国税庁ホームページで︕ 

事前発行 

税 か 署 務 ら の お 知 せ ら 

鳴門税務署（☎685・4101）問

令和２年分の確定申告期限と納付期限

確定申告会場への入場は「入場整理券」が必要です！

◇開 設 期 間　２月16日（火）～３月15日（月）（土・日・祝日を除く）
◇開 場 時 間　午前９時～午後５時（受付：午前８時30分～午後４時）
※書類提出受付　午前８時30分～午後５時

確定申告会場の密集を避けるため、会場で申告書を作成する方は「入場整理券」が必要です。
「入場整理券」は会場で当日配付又はＬＩＮＥアプリで事前発行します。
※　申告書等提出のみの方は、「入場整理券」の必要はありません。郵送又はe-Taxでの提出を
　お願いします。
※ 「入場整理券」の配付状況に応じて、後日の来場をお願いすることもあります。
※　会場の混雑状況によっては、「入場整理券」記載の時間帯からずれ込む場合があります。
※　会場へは最小限の人数でお越しいただくとともに、「医療費控除の明細書」、「収支内訳書」、
　「青色申告決算書」等の添付書類は、できる限りご自宅等での作成をお願いします。
※　来場の際は、マスクの着用及び検温の実施にご協力をお願いします。37.5度以上の発熱が
　認められる場合等は、入場をお断りさせていただきます。

ご自宅から便利に確定申告

税 か 署 務 鳴 門 ら の お 知 せ ら 
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東京2020オリンピック
聖火リレートーチを展示します！

全国民生委員児童委員
連合会会長表彰

　令和2年度全国民生委員児童委員連合会会
長表彰の伝達式が行われ、萬藤保子氏（矢上）
が永年勤続民生委員・児童委員表彰を受賞さ
れました。
　萬藤氏は、平成21年から民生委員として、
長年にわたり本町の地域福祉向上のためにご
尽力されました。今回の受賞は、このような
功績が認められたものです。

　4月15日（木）に藍住町にやってくるオリンピック聖火リレー。これに先立ち、
聖火リレートーチを次の日程で展示します。
　聖火リレートーチを間近で見られる貴重な機会です。桜をモチーフに作られた
優雅なデザインのトーチを、ぜひご覧ください。

1月28日（木）、29日（金）　役場1階
　　30日（土）　町民体育館1階
午前8時30分から午後5時まで
※トーチはケース内に展示しますので、手を触れることはできません。
※他の観覧者となるべく間隔を空けてご覧ください。
※今後の状況により、日程や内容の変更、中止をする場合があります。
問  教育委員会（☎ 637・3128）

日時・場所

　井上　武氏（乙瀬）が、令和２年度全国スポーツ推進委員功労者表
彰を受賞されました。
　これは、公益社団法人全国スポーツ推進委員連合が、永年スポーツ
推進委員として、地域スポーツの普及振興に寄与した方の功績をたた
えて表彰するものです。
　井上氏は、平成８年から現在まで本町のスポーツ推進委員として、
生涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりや総合型地
域スポーツクラブの創設に尽力されるなど、スポーツの振興や町民の
健康増進に貢献されています。
　今回の受賞は、これらの功績が認められたものです。

全国スポーツ推進委員功労者表彰全国スポーツ推進委員功労者表彰

　12月12日に「第39回障
がい者のつどい県民大会」
が開催され、障がい者の福
祉向上に貢献された賀治
清氏（富吉）が名誉大会長
（県知事）表彰を受賞され
ました。

県知事表彰県知事表彰
賀治　清 氏（富吉）
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。

　特定非営利活動法人あいずみスポーツクラブが、地域におけるスポー
ツの健全な普及や発展、振興に顕著な成果をあげた団体に贈られる「生
涯スポーツ優良団体表彰」を受賞しました。

　これは、長年にわたりスポーツの普及振興に尽力し、他の模範とする
に足る顕著な成果を評価されたことによるものです。

生涯スポーツ優良団体表彰

マイナンバーカードを
つくってみませんか？

　マイナンバーカードの申請

説明会を次の日程で行います。マイナ

ンバーカードにご興味のある方は、ぜ

ひお越しください（平日は町住民課で

も随時行っています）。

日　　時　1月16日（土）、17日（日）

　　　　　午前11時～午後5時

場　　所　ゆめタウン徳島

　　　　　セントラルコート

※通知カード、交付申請書

をお持ちの方は、ご持参

ください（その場で申請

できます）。
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●藍住町スローガン●

守れ人権　許すな差別

人権標語
負けないで　未来を救う　心の強さ� １年　伊　月　ひかる
「助けて」　誰かをたよって　いいんだよ� １年　谷　口　宇　宙
確かめよう　本当にあってる？　その知識� ２年　藤　崎　陽　成
どうしたの？　小さな変化　気づきたい　　　� ２年　安　崎　真　代
言う前に　考えてみよう　相手の心　　　　　� ３年　以　西　弥　句
大丈夫　君にはいるよ　友達が　　　　　　　� ３年　鈴　木　悠　人

藍住中学校生徒作品

子どもの貧困の現状と支援子どもの貧困の現状と支援
～人権講座を受講して～～人権講座を受講して～

　11月30日に「子どもの貧困の現状と支援」と題して東洋大学の森田明美先生のお話　11月30日に「子どもの貧困の現状と支援」と題して東洋大学の森田明美先生のお話
を聞きました。を聞きました。

「絶対的貧困」と「相対的貧困」
　「貧困」と聞いてどのようなことを思い浮かべますか。食べるものもなく命を脅かすよ　「貧困」と聞いてどのようなことを思い浮かべますか。食べるものもなく命を脅かすよ
うな状態は「絶対的貧困」と呼び、現代の日本にはほとんどなくなっています。ただ今うな状態は「絶対的貧困」と呼び、現代の日本にはほとんどなくなっています。ただ今
年はコロナ禍でそうとは言い切れない状態にあります。今回の講義の子どもの貧困は「相年はコロナ禍でそうとは言い切れない状態にあります。今回の講義の子どもの貧困は「相
対的貧困」という、その国の文化水準、生活水準と比較して困窮した状態についてでし対的貧困」という、その国の文化水準、生活水準と比較して困窮した状態についてでし
た。今の日本では18歳以下の子どもの8人に1人が相対的貧困にあり、経済的な理由で多くの人にとって当たり前のこた。今の日本では18歳以下の子どもの8人に1人が相対的貧困にあり、経済的な理由で多くの人にとって当たり前のこ
とができないという状況にあるそうです。とができないという状況にあるそうです。
子どもの貧困は希望を奪う
　調査で、生活困難世帯では学校での生活や家での生活に不安があると答えた子どもが多く見られ、このような不安　調査で、生活困難世帯では学校での生活や家での生活に不安があると答えた子どもが多く見られ、このような不安
から頑張れなくなったり、自己肯定感も奪われたりして将来に対する希望格差が生まれているという結果が出ていまから頑張れなくなったり、自己肯定感も奪われたりして将来に対する希望格差が生まれているという結果が出ていま
す。それにより貧困の連鎖が起こってしまっていると言われています。その連鎖を断ち切るためには、できるだけ早す。それにより貧困の連鎖が起こってしまっていると言われています。その連鎖を断ち切るためには、できるだけ早
い段階で教育にお金をかけるのが効果的であるという研究結果もあります。国の施策として、3歳児からの保育や収入い段階で教育にお金をかけるのが効果的であるという研究結果もあります。国の施策として、3歳児からの保育や収入
によっては高校も無償化となり、大学へも広がろうとしています。奨学金制度においては卒業後に返還していかなけによっては高校も無償化となり、大学へも広がろうとしています。奨学金制度においては卒業後に返還していかなけ
ればならないことを前提に、親子が一緒に考え、子ども自身も自分の問題として捉え主体的に生きるよう周りも支援ればならないことを前提に、親子が一緒に考え、子ども自身も自分の問題として捉え主体的に生きるよう周りも支援
する必要があります。する必要があります。
子どもの貧困の課題と対策
　貧困や家庭の問題は見えにくく、周囲には気付かれないことがあります。子どもの話は聴いてもらえる場所や人が　貧困や家庭の問題は見えにくく、周囲には気付かれないことがあります。子どもの話は聴いてもらえる場所や人が
いないためなかなか声が届きにくく、親は貧困だと知られるとプライバシーに踏み込まれて自己責任を追及されかねいないためなかなか声が届きにくく、親は貧困だと知られるとプライバシーに踏み込まれて自己責任を追及されかね
ないという心配と、自分のせいで子どもにこんな思いをさせてしまっているのだという苦しみで周囲にも子どもにもないという心配と、自分のせいで子どもにこんな思いをさせてしまっているのだという苦しみで周囲にも子どもにも
貧困を隠そうとし、余計に孤立してしまうことがあります。その場合、社会的支援も遅れ、結果として、子どもの貧貧困を隠そうとし、余計に孤立してしまうことがあります。その場合、社会的支援も遅れ、結果として、子どもの貧
困が放置されてしまうことが起こっています。また、当事者にとって福祉施策は分かりにくかったり対象を限定され困が放置されてしまうことが起こっています。また、当事者にとって福祉施策は分かりにくかったり対象を限定され
たりして利用しにくいこともあるそうです。子ども施策は効果が出たり、関係ができたりするまでに時間がかかるたたりして利用しにくいこともあるそうです。子ども施策は効果が出たり、関係ができたりするまでに時間がかかるた
め効果は見えにくいという課題もあります。め効果は見えにくいという課題もあります。
　克服するために

1　子どもの声に共感し、聴き取る努力・方法の開発1　子どもの声に共感し、聴き取る努力・方法の開発
2　意味ある大人（自分を支えてくれる人）との出会い2　意味ある大人（自分を支えてくれる人）との出会い
3　誰もが利用できる場にいる支援者の専門性の確保と支援者の共感性の3　誰もが利用できる場にいる支援者の専門性の確保と支援者の共感性の涵涵

かんかん
養養
ようよう
（つなげる）（つなげる）

4　誰でも利用できる事業からつなぐ人と仕組み（利用しやすさ）4　誰でも利用できる事業からつなぐ人と仕組み（利用しやすさ）
5　当事者が現在必要としている支援かどうかを評価するための調査の整備、当事者参加の評価検証5　当事者が現在必要としている支援かどうかを評価するための調査の整備、当事者参加の評価検証

　などが挙げられています。　などが挙げられています。
子どものためにできること子どものためにできること
　子どもは生まれながらに「生きる」「育つ」「守られる」「参加する」の4つの権利を持っています。本来、親や周り　子どもは生まれながらに「生きる」「育つ」「守られる」「参加する」の4つの権利を持っています。本来、親や周り
の大人に守られ安全に安心して育っていくべき存在です。それが実現されなければ何らかの支援をする必要がありまの大人に守られ安全に安心して育っていくべき存在です。それが実現されなければ何らかの支援をする必要がありま
す。子どものための支援には、親を通して行う子育て支援と子どもに直接行う支援があります。それは行政や保育所・す。子どものための支援には、親を通して行う子育て支援と子どもに直接行う支援があります。それは行政や保育所・
幼稚園・学校・児童館、また地域の人々やその他いろいろな方面からの支援が考えられます。それぞれがそれぞれの幼稚園・学校・児童館、また地域の人々やその他いろいろな方面からの支援が考えられます。それぞれがそれぞれの
立場で親子に向き合い寄り添い、何が問題なのかどんな支援が必要なのかを考え、役割を分担し連携して一人一人の立場で親子に向き合い寄り添い、何が問題なのかどんな支援が必要なのかを考え、役割を分担し連携して一人一人の
子どもに合った支援の形を模索していかなければなりません。今、自分には何ができるかを考え子どもたちを見守り子どもに合った支援の形を模索していかなければなりません。今、自分には何ができるかを考え子どもたちを見守り
育てていきたいと思います。育てていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　町人権教育推進協議会運営部会　　板東千奈美　　　　　　　　　　　　　　町人権教育推進協議会運営部会　　板東千奈美
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人
権
講
座
受
講
生
募
集

　
　

　
人
権
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

美
し
い
生
き
方
を
共
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

第
6
回

日
　
　
時　
2
月
15
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
7
時
30
分
～
9
時

場
　
　
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
2
階　
交
流
室
2

講
　
　
師　
鳴
門
教
育
大
学
准
教
授

　
　
　
　
　
谷
村　
千
絵　
さ
ん

テ
ー
マ　
災
害
と
人
権

受
講
料　
無
料

※ 

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申・問 

教
育
委
員
会（☎ 

6
3
7・3
1
2
8
）

情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

町
国
民
健
康
保
険
事
業　
生
活
習
慣
病
等
予
防
・
改
善
運
動
支
援

「
健
康
づ
く
り
教
室
」

　
さ
あ
！
健
康
づ
く
り
を
始
め
よ
う
!!

　
健
康
的
な
体
型
の
維
持
、
体
力
筋
力
の
向

上
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の

予
防
、
腰
や
膝
の
痛
み
の
軽
減
等
、
運
動
に

は
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
♪

内
　
　
容　
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」

　
　
　
　
　
講
師　
小
原　
繁　
氏

（
徳
島
大
学
名
誉
教
授
）

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
と

改
善
を
目
指
し
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む

た
め
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！

※ 
体
力
測
定
（
長
座
体
前
屈
・
立
ち
上
が
り

テ
ス
ト
・
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
開
眼
片
足
立

ち
）
を
行
い
ま
す
。

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
　
時　

 
2
月
5
日
、
12
日
、
19
日
、
26

日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

場
　
　
所　

 

体
育
セ
ン
タ
ー
周
辺
（
雨
天
時

は
体
育
セ
ン
タ
ー
）

対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
で
町
内
在
住
の
方

※ 

健
康
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
運
動
習
慣

を
身
に
つ
け
た
い
方
で
4
回
通
し
て
参
加

で
き
る
方

申
込
開
始　
1
月
18
日（
月
）

定
　
　
員　
25
人
（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　

 

汗
拭
き
タ
オ
ル
、飲
物
、運
動
靴

（
雨
天
時
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
）

※ 

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 （ 

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。）

申・問 

N
P
O
法
人
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
6
9
2
･
5
0
0
0
）

令
和
３
年
度

町
民
農
園
利
用
者
募
集

　
富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園
・
勝
瑞
馬
木
い
き
い

き
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

・
富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園

場
　
　
所　
富
吉
字
地
神
48
番
地
4

募
集
区
画　
20
区
画

・
勝
瑞
馬
木
い
き
い
き
農
園

場
　
　
所　
勝
瑞
字
西
勝
地
1
8
0
番
地
1

募
集
区
画　
11
区
画

［
共
通
事
項
］

面
　
　
積　
30
㎡
／
区
画

利
用
料　
6
千
円
／
年
額

利
用
条
件　

 

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
町
民

の
方
で
、
農
園
の
管
理
等
が
十

分
に
で
き
、
町
税
等
の
滞
納
が

な
い
方
（
1
世
帯
に
つ
き
1
区

画
限
り
）

利
用
期
間　

 

令
和
3
年
4
月
～
令
和
4
年
3

月
（
利
用
の
延
長
は
最
大
2
回

ま
で
）

申
込
方
法　

 

産
業
支
援
室
備
付
け
の
申
込
用

紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

 

1
月
15
日（
金
）～
29
日（
金
）

（
土
・
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

選
考
方
法　

 
応
募
人
数
が
募
集
区
画
数
を
上

回
っ
た
場
合
、
申
込
書
提
出
時

に
引
い
て
い
た
だ
く
番
号
で
抽

選
を
行
い
ま
す
。

問 

産
業
支
援
室（

☎
6
3
7
・
3
1
2
0
）

自　衛　官　等　採　用　案　内
募集種目 資　　　格 受　付　期　間 試　験　日 試　験　会　場

自衛官候補生

18歳～33歳未満の者
（高校卒業見込を含む）
（32 歳の者は、採用予定月の 1 日か
ら起算して 3 月に達する日の翌月の
末日現在、33 歳に達していない者）

年間を通じて行っています。
年間を通じて行っています。

（ 次 回 は 2 月 5 日・3 月 7
日を予定 )

海上自衛隊
徳島教育航空群基地内（松茂町）

◆◆◆◆◆鳴門地域事務所からお知らせ◆◆◆◆◆
自衛隊鳴門地域事務所にて、自衛隊就職説明会を開催しています。
次回は、1 月13日・20日・27日、2月3日・10日・17日・24日に開催予定です。
就職先をお探しの方、自衛隊に興味のある方はぜひ、お越しください。※服装は自由
参加ご希望の方は、次の時間帯の希望を連絡の上、ご参加ください。
① 午前10時～正午　② 午後1時～3時　③ 午後3時～5時　④ 午後5時～8時

（予定の合わない方は、土曜日、日曜日や他の日にちでもご予約いただければ対応します。）
新型コロナウイルスの影響により試験日を変更する場合があります。詳細は、お問い合わせください。

問  自衛隊鳴門地域事務所（☎ 685・5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚 57
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●
●
●

図
書
館
の
行
事
●
●
●

◎
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日　
1
月
21
日（
木
）　

◎
特
別
整
理
休
館

　
2
月
10
日（
水
）～
18
日（
木
）

　
特
別
整
理
（
蔵
書
点
検
）
の
た
め
休

館
し
ま
す
。

◎
ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
次
の
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

・�

自
動
ド
ア
の
開
放
に
よ
る
換
気
（
暖

か
い
服
装
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。）

・
館
内
座
席
の
撤
去

・�

Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
の
利
用
停
止

・
新
聞
及
び
雑
誌
最
新
号
の
閲
覧
停
止

・
複
写
（
コ
ピ
ー
）
受
付
の
停
止

　
マ
ス
ク
の
着
用
及
び
入
館
時
の
手
指

消
毒
・
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
密
を
避
け
る
た
め
、
カ
ウ
ン

タ
ー
で
並
ば
れ
る
と
き
は
十
分
な
間
隔

を
空
け
て
お
並
び
く
だ
さ
い
。

（
返
却
に
来
ら
れ
た
方
が
、
順
番
待
ち

を
せ
ず
横
に
図
書
を
置
い
て
い
く
事
例

が
多
発
し
て
い
ま
す
。）

◎
利
用
者
カ
ー
ド
の
確
認

　
利
用
者
カ
ー
ド
の
発
行
後
、
３
年
ご

と
に
登
録
情
報
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
該
当
す
る
方
は
、本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
）

の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
転
出
・
転
勤
等
で
利
用
資
格
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
利
用
者
カ
ー
ド
を
窓

口
へ
ご
返
納
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館
（
☎
6
9
2・0
0
7
0
）

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

　
風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍

染
体
験
も
で
き
ま
す
。

　
自
然
素
材
の
木
綿
･
麻
･
シ
ル
ク
は

よ
く
染
ま
り
ま
す
。（
形
状
記
憶
・Ｕ
Ⅴ

カ
ッ
ト
は
不
可
）

持
込
み
体
験
価
格

1
g 
15
円
＋
税・シ
ル
ク
1
g 

30
円
＋
税

＊
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
　藍
の
館
（
☎
6
9
2
・
6
3
1
7
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

若
者
を
中
心
に
広
が
る

も
う
け
話
の
ト
ラ
ブ
ル

　
20
代
の
若
者
を
中
心
に
「
も
う
け
話
」
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
友

人
や
S
N
S
で
知
り
合
っ
た
相
手
か
ら
「
誰

も
が
高
収
入
を
得
て
い
る
」と
勧
誘
さ
れ
、仕

組
み
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理
解
し
な
い
ま
ま

契
約
す
る
ケ
ー
ス
や
、
借
金
を
し
て
し
ま
う

深
刻
な
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　
簡
単
に
も
う
か
る
話
に
は
特
に
注
意
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
契
約
し
て
し
ま
っ
て

も
、自
分
だ
け
の
判
断
で
諦
め
た
り
せ
ず
、消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

 

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　
消
費
生
活
相
談
員
2
名
が
無
料
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と

き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
　
　
所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
2
階
）

問 

専
用
電
話
（
☎
6
7泣
9く
・
1い
8や
4よ
8は
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
局
番
な
し
1い
8や
8や
!
） こ 

こ 

！

令
和
３
年
2
月
の
育
児
相
談
　
　

　
お
子
さ
ん
の
計
測
や
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
約
制
に
て
実
施
し
ま
す
。

実
施
日　
2
月
16
日（
火
）

時
　
　
間　
①
午
後
1
時
～
1
時
30
分

　
　
　
　
　
②
午
後
1
時
30
分
～
2
時

　
　
　
　
　
③
午
後
2
時
～
2
時
30
分

　
　
　
　
　
④
午
後
2
時
30
分
～
3
時

　
　
　
　
　
⑤
午
後
3
時
～
3
時
30
分

定
　
　
員　
30
分
ご
と
に
5
組
（
申
込
順
）

場
　
　
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
多
目
的
室

予
約
方
法　

 

実
施
日
の
月
初
め
か
ら
当
日
ま
で
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
個
別
相
談
は
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

申・問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）

成
年
後
見・相
続・遺
言
無
料
相
談
会
　
　

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
に
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制

度
」
が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　
隔
月
1
回
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
定
例
相
談
日
】
偶
数
月
第
1
水
曜
日

日
　
　
時　
2
月
3
日（
水
）午
後
1
時
～
3
時

場
　
　
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
交
流
室
1　

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
1-

8 

県
行
政
書
士
会
館
内

（
☎
6
7
9
・
4
4
4
0
）

手
形・足
形
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
ろ
う
!!
　
　

　
お
子
さ
ん
の
二
度
と
な
い
大
切
な

時
期
を
、
手
形
・
足
形
ア
ー
ト
と
し

て
、
記
念
に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
　
時　
2
月
26
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
　
　
所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
1
階　
和
室

準
備
物　

 

お
子
さ
ん
が
ア
ッ
プ
で
大
き
く

映
っ
た
写
真
（
顔
の
部
分
が
5

㎝
×
5
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ
）

定
　
　
員　
子
ど
も
10
人
（
保
護
者
同
伴
）

　
　
　
　
　
※
申
込
順

参
加
費　

 

5
0
0
円
（
と
く
し
ま
在
宅
育

児
応
援
ク
ー
ポ
ン
対
象
）

問 

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 
　

　
　
☎
6
9
3・3
0
3
3
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
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12月
届出

12月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父）　　　　（母） 　　　　（住　　所）

芝　原　知　樹 （ともき） 男 克　和・裕香梨 奥野字矢上前

小　笠　琥太郎 （こたろう） 男 泰　雅・圭　衣 徳命字小塚東

近　久　竜　樹 （たつき） 男 寛　樹・良　子 徳命字小塚北

田　原　　　侑 （ゆ　う） 男 大　資・翔　子 勝瑞字成長

坂　田　愛　凪 （え　な） 女 章　太・帆　夏 矢上字春日

犬　伏　晴　人 （はると） 男 海　渡・ゆきの 富吉字岸ノ下

坂　田　慎之助 （しんのすけ） 男 直　隆・春　香 奥野字猪熊

米　田　結　菜 （ゆ　な） 女 周　人・紗　織 住吉字若宮

貞　野　　　雅 （みやび） 男 一　雅・幸　恵 奥野字西中須

市　川　紗　来 （さらい） 女 　元　・友香里 住吉字乾

米　倉　由　翔 （ゆいと） 男 広　宣・愛来美 住吉字乾

近　藤　叶　空 （かのあ） 男 秀　敏・咲　子 矢上字安任

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

青 木 麻 理 55 富吉字地神

中 野　　 実 71 乙瀬字中田

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター
藍 住 町 青 少 年 相 談 室

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエー

ション等を行っています。
社 会 福 祉 協 議 会（☎692・9951）
地域包括支援センター（☎637・3175）問

あいずみ俳壇 いきいきサロンのご案内

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
は
が
き
に
作
品（
1
人
1
句
又
は
1
首
）と
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記

入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。選
考
の
上
、直
近
の
広
報
紙
に
掲
載
し
ま

す
。（
短
歌
は
3
・
6
・
9
・
12
月
、俳
句
は
上
記
以
外
の
月
）

　※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、必
ず
は
が
き
に
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
7
7
1・

1
2
9
2

　奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
1

　政
策
推
進
室

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れ
るよう健康チェックや健康体操、お話、レクリ
エーション等を各地域で開催しますので、お気
軽にご参加ください。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
状況により中止する場合があります。ご了承ください。

寒
い
朝
遠
く
に
聞
こ
え
る
汽
車
の
音　

 
坪　
平　
洋　
子

正
月
や
全
国
民
に
平
等
に　
　
　
　
　

 
久
次
米　
守　
夫

輪
廻
す
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
闇
の
鍋 

大　
森　
園　
子

大
掃
除
コ
ミ
ッ
ク
見
つ
け
中
断
す　
　

 

飯　
田　
ひ
と
み

散
紅
葉
埋
れ
て
寺
の
竹
箒　
　
　
　
　

 

伊　
藤　
た
つ
お

夕
映
に
鴨
の
隊
列
広
が
り
ぬ　
　
　
　

 

髙　
岡　
ア
イ
子

シ
ャ
ン
ソ
ン
に
囁
か
れ
い
る
時
雨
の
夜 

出　
見　
啓　
子

御
降
り
や
雲
を
貫
く
御
来
光　
　
　
　

 

近　
藤　
博　
茂

枯
れ
菊
を
愛
し
み
祖
母
の
一
人
言　
　

 

秋　
月　
秀　
月

城
垣
の
大
岩
つ
な
ぐ
石
蕗
の
花　
　
　

 

村　
瀬　
弘　
子

上窪　青樹　選

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容
1月15日 金 午後1時30分

～ 3時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

1月18日 月 午後1時30分
～ 3時 住吉老人憩の家 健康チェック

脳トレ
1月20日 水 午前9時30分

～ 11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
フレイル教室

1月20日 水 午後1時30分
～ 3時 徳命老人憩の家 健康チェック

健康体操（運動指導士）
1月25日 月 午前9時30分

～ 11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

1月25日 月 午後1時30分
～ 3時 奥野老人憩の家 健康チェック

健康体操（運動指導士）
2月1日 月 午前10時～

11時30分 勝 瑞 児 童 館 健康チェック
健康体操（運動指導士）

2月2日 火 午後1時30分
～ 3時 西部老人憩の家 健康チェック

脳トレ
2月3日 水 午後1時30分

～ 3時 富吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

2月15日 月 午後1時30分
～ 3時 住吉老人憩の家 健康チェック

健康体操（運動指導士）
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■
発
行
・
編
集
　
徳
島
県
藍
住
町
総
務
企
画
課
　
政
策
推
進
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
E
L.088-637-3124

■
所
在
地
　
〒
771-1292　

徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
52番

地
1

■
印
　
刷
　
徳
島
県
教
育
印
刷
株
式
会
社

広
報

 あ
い

ず
み

January
2021

N
o.924

令
和
3年

1月
1５
日
発
行

1
zum

i
a

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科
　　　　　　心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。この広報紙は再生紙を使用しています。

総
合
文
化
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
案
内

総
合
文
化
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
案
内

　
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
発
熱
等
の
異
常
が
あ
る
方
は
ご
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※ 

今
後
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

劇
団
か
か
し
座　

W
onder 

Shadow

 Labo
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
）

　
〝
影
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
〟
劇
団
か
か
し
座

が
お
く
る
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
ふ
し
ぎ

な
シ
ャ
ド
ウ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
！

日
　
　
時　
2
月
7
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

場
　
　
所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
券　
千
円
（
全
席
指
定
席
）

※ 

4
歳
以
上
有
料
。
3
歳
以
下
は
膝
上
の
み

無
料
。
お
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
。

第
2
回
わ
ろ
て
な
！
狂
言
会

　
藍
住
町
出
身
の
狂
言
師 

河
野
佑
紀
さ
ん
が

出
演
し
ま
す
。

日
　
　
時　
3
月
7
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

場
　
　
所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

 

前
売
券　
千
円
（
全
席
指
定
席
）

販
売
開
始
日
　

優
先
販
売　

 

1
月
19
日（
火
）
午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
（ 

町
内
在
住
の
方
、
狂
言
体
験
参

加
者
）

一
般
販
売　
1
月
26
日（
火
）
午
前
10
時
か
ら

※ 

優
先
販
売
で
購
入
の
際
（
町
内
在
住
の
方
）

は
住
所
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

優
先
販
売
で
完
売
し
た
場
合
、
一
般
販
売

は
あ
り
ま
せ
ん
。

助
　
　
成　

 （
公
財
）
徳
島
県
文
化
振
興

財
団
文
化
振
興
基
金

わ
ろ
て
な
！
狂
言
体
験

（
参
加
者
募
集
）

日
　
　
時　
1
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時

場
　
　
所　
小
ホ
ー
ル

講
　
　
師　
河
野�

佑
紀�

氏（
藍
住
町
出
身
）

参
加
費　
無
料

定
　
　
員　
15
人
（
申
込
順
）

内
　
　
容　

�

次
回
公
演
の
予
習
、
演
技
に

挑
戦

申
　
　
込　

�
総
合
文
化
ホ
ー
ル
に
電
話
や

メ
ー
ル
等
で

　
　
　
　
　

�
①
参
加
者
名
②
年
齢
③
住
所

④
電
話
番
号

　
　
　
　
　
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル
（
☎
6
3
7
・
3
3
4
4
）
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